
○事業目的

当該箇所は大分県北部の宇佐市に位置し、保全対象とし
て人家５戸、市営住宅２棟１７世帯を含む、平均がけ高24m、
平均勾配35°の急傾斜地である。

令和５年７月の豪雨により斜面の一部が小崩壊し、今後の
集中豪雨でさらなる崩壊が懸念されており、周辺人家への
甚大な被害が想定されることから、急傾斜地崩壊対策工事
を実施し、土砂災害の要因を解消する。

大分県

大善寺地区

保 全 対 象 ：人家5戸、
市営住宅2棟(17世帯)

実 施 内 容 ：擁壁工 L=190m
事 業 期 間 ：R7～R12（6年）
全体 事業費：148百万円
R 7 事業費 ： 18百万円
平均がけ高 ：24ｍ
平 均 勾 配 ：35°
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計画図

凡例
■Ｒ7施工予定
■R8以降施工予定
■保全対象人家
■土砂災害警戒区域
■土砂災害特別警戒区域
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【急傾斜地崩壊対策事業（公共・その他） 】
おおいた う さ みなみ うさ だいぜんじ

大分県宇佐市大字南宇佐 大善寺地区
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急傾斜（一般） R7新規

17世帯

※地理院地図（電子国土Web）を加工して作成


